
大阪を舞台に、阪神淡路大震災等を乗り越え、南海トラフ巨大地震など予想される大規模災害への備えとして、BCPや事業継続
力強化計画（ジギョケイ）を策定し、運用・見直すことで「事業継続力」を研ぎ澄ますヒントをお伝えします。

★スペシャルトーク ～“人”最優先で取り組む 神戸製鋼所の防災・事業継続～

★パネルディスカッション～企業価値向上につなげる中小企業の事業継続力強化とは～

開催にあたって

プログラム概要

泥 俊和 （株式会社神戸製鋼所 理事 安全・環境部長）
1995年1月17日、阪神地方を襲った「阪神淡路大震災」は、神戸製鋼所に大きな打撃を与えました。 本社ビ
ルは倒壊し、高炉はストップ。 それでもわずか3ヶ月で高炉を再立ち上げ、鉄鋼の将来ビジョンを考慮しつつ復旧に
あたりました。 同社は2014年からBCPの策定方針を定め、4つの時間軸と項目に必要な対策や標準類をそれぞ
れ整備、 “人”を最優先に考えた防災・事業継続計画に取り組んでいます。 震災からの学びを活かしたBPCへの
向き合い方、中小企業・小規模事業者の皆さまに向けたアドバイスを伺います。

地震、豪雨、感染症の拡大・・・。今、会社の事業継続を脅かす様々なリスクが増大しています。 しかしながら中小企業経営者におい
ては、そうしたリスクに備える事業継続計画（BCP）の必要性は認識しつつも、 専門人材の確保が難しくノウハウも乏しいことなどから、
計画策定に取り組む事業者はまだ少ないのが現状です。 パネルディスカッションでは、実際に事業継続力の強化に取り組む3社を迎え、
具体的な活動内容やその効果などをうかがいながら、中小企業にとって事業継続力を強化することの意味を考えます。
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主催：独立行政法人中小企業基盤整備機構

共催：全国中小企業強靱化支援協議会（株式会社日本政策金融公庫、株式会社商工組合中央金庫、一般社団法人中小企業診断協会）

【無料】お申込は下記公式Webサイトから！

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/symposium2023/07/
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